
 

 

 

 

 

 

 

 

担い手対応情報 

JA 福井県経済連 担い手対策課 

平成 27年度 

℡0776－91－0187 

 

 9月 25日から 10月 15日にかけて JA福井市、JA福井市

南部、JA 花咲ふくいの 3JA で、米収穫後の集荷（JA への

出荷）と土づくりを兼ねた推進が行われました。これは、

3JAの TAC全員と経済連職員が連携して行ったもので、計

138件の担い手農家を訪問しました。 

 土づくりについては「秋の田お起こし」と「土づくり肥

料の散布」について理解を求めました。特に地温が稲わら

の腐熟に強い関連があるため、10 月末日までに稲わらをす

きこむ 

 

きこむことと、ケイ酸の補給が受光体制の向上や葉温を下げることが近年実証され、品質の高い福井米の

生産に欠かせないこと等、担い手農家に説明しました。 

 10月 6日には JA福井市長谷川会長、経済連堺井常務が TAC、経済連職員とともに担い手農家を訪問

し、米はもとより、TPP問題や園芸栽培等幅広い意見交換をし、有意義な推進となりました。 

 

。 

 

 

左：経済連 堺井常務 右：JA福井市 長谷川会長  

 9 月 30 日 JA 若狭活性化センターにて担い手農家関係者等

約 30名が出席し、土づくり研修会が開催されました。 

 嶺南振興局農業経営支援部古田主任より「大麦の圃場準備と

土づくりの重要性」について講演がありました。大麦について

は、その排水対策に力点をおいた説明がありました。排水対策

がうまくできれば粉土が細かくなり、播種もうまくいき、除草

剤の効果も高くなり品質が向上すること、排水溝は深さ幅とも

25～30 ㎝程度必要など、具体的でわかり易い説明がありまし

た。 

  

 
また、秋の田起こしについてはロータリーで起こす場

合、人間の歩く速度の 4 分の 1 程度でゆっくり起こすこ

とが大切なことの他、ケイ酸質資材の施用の必要性につ

いて訴えていました。 

 その後圃場に移り、排水溝を掘る実演等があり、参加

者は熱心に見入っていました。 

 

 



 
11 月 6 日、全農、全農群馬、群馬県内 JA の TAC 部署の

部課長 23 名が、TAC 管理者先進地視察研修会として JA た

んなんに来訪しました。全農ぐんま小林副本部長、JAたんな

ん福島組合長の挨拶後、経済連担い手対策課牧野課長より福

井県内の TAC活動状況について、JAたんなん営農課小棹課

長より JA たんなんの概要として販売事業の詳細等について

説明がなされました。 

その後 JAたんなん営農課山田氏より、TAC活動報告とし

て大規模水田園芸の取組みについて説明がなされました。ゼ 

ロからのスタートとして水田園芸でキャベツやネギを始めたいきさつ、1 年目の結果と次年度以降の取組

み、栽培面積と売り上げの推移等、写真を交えた詳しい説明がなされました。また今後の展望として、水

田園芸に取り組むことによる園芸資材の売り上げ向上や、園芸雇用の方々への信用・共済の可能性等が挙

げられました。 

経済連の農機レンタルや、キャベツ産地である群馬県内のキャベツ栽培状況等について、相互に質疑応

答が交わされ有意義な研修会となりました。 

 

 10月 1日（木）敦賀市のきらめきみなと館で、JA敦賀美方（敦

賀会場）土づくり研修会が開かれ、生産者約 50名が出席しました。 

 当日は、「水田土壌の現状と課題」について JA福井県経済連担

い手対策課の牧野専門員課長より、県下全体でケイ酸が不足して

いる事とリン酸が低下傾向であること、敦賀地区は砂質浅耕土が

多いこともあり、従来より土づくりに熱心な土地柄であり、リン

酸が高く出ていること、品質の良いコメの生産には土づくりが必

要なこと等説明がありました。 

 
 また、二州農林部の岩村主任より、平成 27 年産米の状況につい

て説明がありました。雑草が多発（イボクサ、後発ヒエ）したこと

やカメムシの被害が多かったこと等について、問題となった事柄に

ついて丁寧な説明がありました。 

 他、土づくり資材、除草対策について説明があり、出席者は熱心

に聞き入っていました。 

 



県内では近年、農業者の所得向上を図るために水田園芸が推進されています。特に今年からは、経済連によ

る加工・業務用キャベツの契約栽培が行われることもあり、水田を活用したキャベツ栽培が県内各地で取り組

まれています。生産者方の中には初めてキャベツを栽培するという方も多く、県の技術者をはじめ TAC・中

央会・経済連の職員らが集まり、生産者方と一丸となってキャベツ栽培に取り組みました。 

 

9月 28日に経済連総合施設センターにて、経済連園芸特産課主催の「業

務・加工向け契約キャベツ実務担当者会議」が開催され、県、中央会、経

済連、各 JA担当者ら約 30名が参加しました。 

各 JA 担当者より、管内のキャベツ生育状況や出荷計画の変更について報

告がなされ、中には草に負けている圃場もあるそうで、除草に苦戦してい

る様子が伺えました。その他、貸出コンテナの料金や出荷報告書の記入方

法、精算等について園芸特産課より説明がありました。 

また、直前に圃場から収穫してきた実物のキャベツをもとに出荷基準の確認が行われた他、コンテナへのキャベ

ツの積み方等様々な質疑応答が繰り広げられました。よくされる質問で「加工用なのに、収穫が遅れて割れてしま

ったキャベツがなぜ NGなのか」の理由として、キャベツの歩留まりが悪くなるほか、作業性の面から加工ライン

がストップしてしまうことが挙げられていました。これからキャベツの収穫、出荷を迎えるにあたり、大変有意義

な会議となりました。 

 

10 月 2 日あわら市金津管内にある（農法）サンライス桑

原のキャベツ圃場では、7月下旬に定植を行った早生品種『お

きな』がいよいよ収穫時期を迎えました。なるべく低労力で

収穫が行えるよう、経済連レンタルの運搬機と鉄コンテナが

使用されました。 

圃場では収穫組、運搬組、鉄コンテナに詰める組に分かれ、

大玉キャベツを選びながら収穫が行われました。キャベツ出

荷にあたり、経済連園芸特産課の大西課長より、どこまで葉

をむけばよいのか、株元の切り口はどのようなものが良いの

か等、実物を示しながらレクチャーがあり、皆さん熱心に聞

いていました。生産者の方々は、夏の暑さを乗り越え、無事

大きくなったキャベツを見て、嬉しそうに収穫作業を行って

いました。 

 キャベツは 1玉 2～2.5kgほどで、当日は 4コンテナ分、

およそ 1トンのキャベツが収穫されました。桑原圃場では今

回収穫した早生品種に加え、年内取りの他品種を 2種類作付

しています。これから大詰めを迎える収穫作業、まだまだ気

が抜けませんね！ 



 
10月 28日に福井県産業会館、11月 5日に JA敦賀美方三方五湖支

店にて、経済連肥料農薬課主催の担い手プレゼンテーションが開催さ

れました。嶺北、嶺南両会場ともに JA関係者や、多数の農家の方々

が参加され、会場では農機ブースや肥料農薬ブース、園芸ブースにて

農家の方々と担当者が話し合う姿が多く見られました。 

講演は、経済連米穀課より米穀情勢について、県農業試験場より県

内紋枯病発生状況と防除対策について、経済連担い手対策課より土づ

くりの重要性と対策について説明がなされました。 

その後、全農より系統肥料の品質管理と水稲除草剤の上手な

使い方について、肥料農薬課より福井県 JA グループ推奨品目

紹介として、肥料・農薬・土づくり肥料の紹介や、担い手農家

向けの大型規格の紹介等が案内されました。 

発表後には農家の方よりエコ肥料について質問が挙がり、農

家の方々は新たな情報が得られるだけでなく、直接肥料農薬担

当者に疑問を質問したり、展示の剤について詳しく話を聞いた

りと、実り多い時間となりました。 

 

 
9 月 29 日に、県農業会館で TAC 担当部課長会議が

開催されました。会議には県内 JA担当部課長等 13名

に加え、全農、中央会、経済連担い手対策課等 8 名が

出席し、熱心な審議がなされました。 

 冒頭、経済連担い手対策課林田部長より「現在、農

業所得向上に向けた水田園芸が拡大しているが、今後

ますます農家が何を求めているのかを考えて行動して

いくことが大切。今後とも継続して TAC活動をお願い

したい」旨あいさつがありました。 

また、全農 TAC推進課伊東氏より「全国情勢を踏まえた TACの役割について」、中央会農業支援室小

島部長より「個人住民税の特別徴収について」、経済連担い手対策課新宮課長より「TAC 県大会につい

て」説明がありました。その後、JA・経済連で行った米集荷運動や、水田園芸で取り組まれているキャ

ベツ情報等について報告がなされました。 

その後の意見交換では、TAC 県大会の内容や、営農指導員と兼務している TAC の現状等について協

議され、今後の TAC活動について様々な意見を交わすことができ、有意義な会議となりました。 

 

 



 

新発売！ 若狭牛ごはんだれ 

若狭牛と白ネギがコラボした万能薬味であ

つあつのご飯によく合います✿ 

県内直売所にて好評発売中です！ 

平成２７年産米の網下米においては、買取り集荷・販売を実

施しており、ＪＡにて品質チェックを行った後、経済連におい

ても農産物検査員が再度品質チェックを行っております。特に

２７年産の網下米はコシヒカリ・あきさかりでの発生が多く、

１０月末現在の集荷は約３，５００トンとなっています。 

 

 

約１００ｇの越のルビーを贅沢に使用！ 

糖度の高い越のルビーを使用しているため、

味が柔らかくまろやかです！お好みでチー

ズをかける等アレンジしても美味しく頂け

ます♪ 



8 月 27 日（木曜日） 

今日はＪＡ花咲ふくいの直売所「きららの 

丘」にて特産市が開催されました  

天気も良く、大勢のお客さんでにぎわって 

いました。なかでも、毎回ピンク色のキッチン 

カーで女性部が提供する朝ごはんですが、大変 

好評で先着200名様に用意された炊き込みご飯

と冷製スープは開始 1時間後にはなくなってしまったそうです  

しかし、その他にも青年部による焼き鳥や 5種類の味をそろえたジェラート試食販売、

店内では梨のつめ放題！ 小さいお子さんたちはおいしそうにジェラートの試食をして

いました  

9 月 18 日（金曜日） 

今日は朝から、福井県農業会館前で特産市が 

開かれました  最初のセレモニー時は小雨が 

降っていましたが、徐々に雨もおさまり買い物 

客で賑わいました。 

お米の収穫時期ということで、正面には新 

米！お米の量り売りコーナーが設けられ、列が

できるほどの人気でした  また、恒例のキッチンカーでは、お味噌汁と新米のおにぎり

を振る舞い、室内には新発売の「若狭牛ご飯ダレ」も用意してあり、おにぎりにつけて試

食できるようになっていました。 

その他にも各ＪＡ女性部によるおはぎや炊き込みご飯、五平餅、畜産からは若狭牛ライ

スバーガーや串カツ、焼きポーク、園芸特産からはミディトマトや梨、メロンと様々な商

品が並んでおり、目うつりしてしまいました  

 

ふれあい特産市 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


